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印象に石膏注入して得 られ る 模 型 に は , 正 確な商 機 性
と.機fnul･摘 日生が要求され て い る. 行 肯 の 什 畑 土混 水
比工人きく左ITLされるが.本 学 附 属 前 件 .;L',;:1柚 TL_恒 )L甘T:ト
衛牛 [:は.Jl=L常に良好な混水 比 を保 一了 ごい る こ とが前
Ⅲで明らかにな-)た.
いかにしてこU)良好な結果 が 得 {'れ て い る u ) か. 本
:i:'･U)苗軒桁牛 f:U)業務行裾 二 つ い て T シ ナ - ト 調 在と
･ナンクビューを通 じて明らかにした.
対象および方法
I.アンケー ト調侶 二拭づ くインF/ビJ'_一
本IiJ仁兄に参加した1()./(.U~)L廿日･桁牛f:を対象として.









なる影響を与えるか,2種の状況を設定 して, 2名 の
L:1E;l-軒桁牛 L･による計量カリ71捌かT:.量を計ft!l=ノた.
設定 した状況は. 1容器内の什膏を損 拝 して ･度 ほ
ぐし.空',-(を(-,Tんだふわふわな状態,J3よぴ. ･jイ十汗
が容 器内で回く締ま-'た状態LT)i)柿. さ らに容 器 内u)
石膏蟻量を 多い.1日."Tl.少ない J)二律ftと した.
結果および考察
1.El'JI帖揖′卜I:すべてが∴ ll'J肯,Ji-す くJJ =〉 木を加
え '-L ゴ 手練伸 二さ 必要あれば加水し｢紳輔
⇒ 機 械 練 和 ｣ の順序約線灘法を探ってお吟,混水
比 Li吊 吊 机 二は 水を加えて行い,行肯,Jl-加えることは
頼 ビ な い こ とが 町､'かとな-_'た.
ま た. 練 和申LJ)混水比の調整u)必要･r'l･'.(まスバ+:I.
ラ の 抵 抗 感 や石潜表面の状態などヂ歯科衛生士の感
宜によ ･'て 沌',iされていた.加水.冊誉は鋸南の水量
によって行われてJjE).これによる混水比の.封 じは
メーカーU~)標準拙 句に留まる微情で(I,)･'た.
i).イ汗‖Llir日用;-/'J､LT)のイ汗i二採取量は種 々LJ)条件に左
古さゴし -定な重量とはなLTJなかった.
本学の嗣軒桁牛 f:はイ十廿細対日トロ=.計量カリブに
よる容flLi-.;,'l.量しているにもかかわJ'ず,l口碑なfjlJjく
ETT.::t‖Lが得L:)れていた.÷U)理F侶i.石膏保/(-･'('用手
か{)O-)･l汗･1弓対rUl;カミ･',iLにくいこと,をル越して.
練神町J､)スバチュラ感宜等により加水調整できるLfⅠ~
膏:I:.Lをj■糾■(していることがわかった.
まとめ
1ソ､卜U)アンケー ト調在とインF/ど/L-U)結果から.
本学U)軒軒桁牛卜が通常行っている行f■持机Ilが如何に
悼-]したものであるかを知ることができた.
LT i:t
1.吉木直)こ.小林fiLjら :本学附摘出円･診壇所におけ
る行巨細和について. 1.容情計:l‖_日二よる練裾
1.車'.:晶卜吊点二よる練軸.明倫毎期人草紀要.投
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